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1973年 11月 17日の ｢発生論的手法によるアイスランド地誌｣が全般的記述であったのに対

して,これは翌年6月 15日からまる一週間,根本 ｡竹内 ･西丸民らと調査したうち, 1964年以

来 10年の歩みを目こ̀ついたものか ら順に述べたものである｡その第 1は首都近くこ̀1969年建設

された長さ800mもある巨大な工場 ISAL (アイスランド･スイス ･アル ミ会社)で年 6万 tを

産している｡この電力は,東方 100kmに1957年に着工された 21万KWの能力をもつプール

フェ トル水力発電所からで,ここには日本の技術も導入されている｡年産6万 tは日本の 120万 t

に比べれば 1/ 20iこすぎないが,人口当りでは逆に40倍lこ近い｡工業の第 2は ミ-湖畔の珪藻土

工業で, 10年前には唯 ｢湖底一面に厚さ数米の現生層があり,将来は資源化され よう｣と云われて

いたものが, 1965- 67年の間に工場ができ,豊富な高温蒸気を利用して水分を除き,重油キル

ンで焼いて純白の珪藻土に仕上げている｡年産は3万 tでヨーロッパが今までアメリカから輸入して

いた分を大巾に減少させたという｡工業の第3は氷島第2の都市アークレイリに建設された日氷合弁

のVVヤモくん製缶詰工場で,産額は聞き洩したが,従業員50人位,高度に自働化していた｡ただ

くん製用にこの島でなけなしのカバの木を焚いているのが気になった｡

次lこ驚いたのは貨幣価値の変動で 1964年iこは 1クローナが 8.37円だったのに, 74年lこは

2.94円と日本との関係では3倍も下っていた｡もっとも実質価格はそれほどでもなく,この10年

の間にエ-ガキは33円から47円に,へちまほどもある大キクリが 145円から235円に,厚いセ

ーターが 4,800円から5.800円になっていて,あるいは日本の貨幣価値の下落を示すものかも知

れない｡第 5に目をひいたのは外人観光客がますますふえ,吾々の前後にも ドイツ人団体 100人,

日本人団体 160人という噂があった｡ このためか本屋がふえて,前には半月かけてデンマークから

取寄せた大縮尺の氷島図幅が,今では町の本屋ですぐ買えた｡その中には50浬の主張領海を太い赤

線で示した,いかにもタラ戦争下の同島を象徴するような300万分の-の地図もあった｡第 6に自

動車が物凄 くふえ,前にもみられたボルボに加えて, 日本の6社の車が縦横に走っていた｡私どもが

1週間利用した氷鳥人運転手つきのマイクロバスも トヨタのそれであった｡第7はレイキャピーク市

街地の拡大で,距離で東や南に 3割ほど伸び,前の漁村に高層アパー トが建ち並んで,その間を高速

道路が走っていた｡暖房用熱水タンクも容量が約 3倍にふえ,その利用の著しい発展を示していた｡

これらは首都人口がこの 10年に 10.8万から12.2万にふえたためである｡

談話会当日は上述の変化のほか,始めて行った噴火後 1年半でなお赤い熔岩の見えるクエス トマン

ナエイヤル島,建国1,000年に縁の深いVンクペ トリルの野外国会跡,直接手に触れ得た ミールタ

ルス氷河,北か ら射す最夜中の太陽などもスライ ドで紹介した｡ (1975.1.18)
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